
IACS Common Structural Rules Knowledge Centre

Tanker Q&As and CIs on the IACS CSR Knowledge Centre that have led to a Common Interpretation Procedure (CIP)

CIP
No.

KCID
No.

関連
規則

種別 項目 完了日 質問 回答

1 574
attc

Text
B/2.7.3.7 CI 波型隔壁の

座屈評価
2008/3/28

貨物タンクFE解析において波型隔壁の座屈評価を行うよ
う、10/3.5.2やB/2.7.3.7に規定されているが、評価箇所や
要素応力の平均化といった具体的な評価手法についての
規定がない。

共通解釈 CI-T1をご覧ください。

2 575
attc

7/4, 8/2,
App.B &
App.C

CI
高比重貨物
の積付け制

限
2008/3/28 高比重貨物を部分積載する場合の積付け制限に関する

検討方法について教示願いたい。
共通解釈 CI-T2をご覧ください。

3 576
attc App.B CI

開口周辺の
FEM評価手

法
2008/3/28

実際の開口寸法や防撓構造により、あるいは、開口がモ
デル化されているかどうかによって、応力評価や座屈評価
の手法が異なると思われるが、現行の規則には明記され
ていない。

共通解釈 CI-T3をご覧ください。

4 577
attc Text 4/2 CI

主要支持部
材端部ブラ
ケットのせ
ん断強度評

価

2008/3/28
円弧上のブラケットもしくは深さの浅いブラケットを有する
主要支持部材に対するせん断強度の評価方法を明示され
たい。

共通解釈 CI-T4をご覧ください。

5 578
attc 3/5.3.3.4 CI

ウェブ深さ
に対する等
価剛性

2008/3/28 ウェブ深さが規則要求値を満足しない場合の等価剛性の
計算方法を明示されたい。

共通解釈 CI-T5をご覧ください。

6 573
attc 8/2 & 8/7 Question オンデッキト

ランス
2008/3/28 上甲板上に設置されるデッキトランスに適用される寸法要

件を明示されたい。
共通解釈 CI-T6をご覧ください。
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CIP
No.

KCID
No.

関連
規則

種別 項目 完了日 質問 回答

7 438
attc

1/1.1.1.2,
2/3.1.7.1 &
1/1.1.1.1

Question 航路制限の
ない船舶

2009/11/2

以下に抜粋するタンカーCSR 1節1.1.1.1及び1節1.1.1.2
は、ばら積貨物船CSR 1章1節1.1.2で規定されるような、
航路制限のない船舶への適用について明確に規定してい
ない。本規則が国際航海に従事する（つまり、航路制限の
ない）船舶を前提としていることを推測できるのは、2節
3.1.7.1の『全世界を就航でき、……規則上の要求は、船
舶の設計寿命の間、北大西洋の波浪環境を航行する船舶
に基づくものとする。』の部分のみである。

『タンカーCSR
1節1.1.1.1
本編の規定は，2006 年4 月1 日以降に建造契約が行わ
れ，本会に登録される船の長さが150m 以上の二重船殻
油タンカーに適用する。船の長さは4 節1.1.1.1 による。
1節1.1.1.2
船の長さが150m 未満の二重船殻油タンカーに対しては，
一般に本編以外の本会の関連する規則を適用しなければ
ならない。

2節1.3.7　外部環境
2章3.1.7.1
全世界を就航でき、将来の運航形態の不確定さ及びそれ
に応じて遭遇すると考えられる波浪条件に対応するため、
設計評価において厳しい海象条件を適用する。規則上の
要求は、船舶の設計寿命の間、北大西洋の波浪環境を航
行する船舶に基づくものとする。』

ばら積貨物船CSR
『1章1節1.1.2
本編の規定は、船の長さL が90m 以上で、航路制限のな
い単船側構造及び二重船側構造のばら積貨物船の船体
構造に適用する。』

（次頁へ続く）

共通解釈 CI-T7をご覧ください。
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CIP
No.

KCID
No.

関連
規則

種別 項目 完了日 質問 回答

7 438
attc

1/1.1.1.2,
2/3.1.7.1 &
1/1.1.1.1

Question 航路制限の
ない船舶

2009/11/2

（前頁から続く）

Q1：タンカーCSR及びばら積貨物船CSRの適用の違い
は、L>150mの航路制限された二重船殻油タンカーをカ
バーするために、タンカーCSRに対して意図的に与えられ
たものか？
Q2：あるいは、現在、IACSにおいて、ばら積貨物船CSRと
調和するようタンカーCSRの修正を検討しているのか？

Q3：Q1について肯定するのであれば、油タンカーに対す
るCSR Notation は、航路制限の有無にかかわらず付与
されることになる。IACSではこの方針についてこれまでに
議論され、決定しているのか？
Q4：Q2について肯定するのであれば、CSRは、航路制限
のない油タンカー及びばら積み貨物船のみを想定してお
り、航路制限される船舶については視野に入れていないこ
とになる。従って、航路制限される船舶に適用される要件
については、各船級協会規則を参照することとなる。この
ように理解しているが、正しいかどうか確認されたい。

共通解釈 CI-T7をご覧ください。

8
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間以外の部
材寸法の漸

減

2010/3/2 共通解釈 CI-T8をご覧ください。
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tend tm
tend < tm tint = tend + [(tm-tend) Xint/Xm]

tend  > tm tint = tm
 tint  = 1

tend  =  1 0.1L

 tm  =  1

 Xint  =  0.1L

Xm  =  0.1L 0.4L
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